
　

県
の
男
女
共
同
参
画
月
間
（　

月
）

１０

に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

映
画
「
翔
太
の
あ
し
た
」
の
鑑
賞

と
、
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
男
性
保

育
士
や
女
性
消
防
士
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
、
自
分

ら
し
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
わ
い

わ
い
ト
ー
ク
」
の
２
部
構
成
で
す
。

　

学
校
や
職
場
、
家
庭
や
地
域
で
男

女
が
互
い
に
認
め
合
い
、
共
に
生
き

る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時　

分

１０

３０

３０

〜
３
時　

分
（
開
場
午
後
１
時
）　

３０

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

そ
の
他
▼
託
児
有
り
（
有
料
。
要
予

約
）　

問
い
合
わ
せ
▼
「
さ
ん
か
く　

・
安

２１

城
」
事
務
局
（
市
民
活
動
課
内
）

　

今
回
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
は
、

第　

回
安
城
市
消
費
生
活
展
と
同
時

３０

開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜
午

１０

３１

１０

後
３
時　

と
こ
ろ
▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
、
せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ン
ト　

■
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

内
容
▼
再
生
家
具
展
示
入
札
販
売

（
受
け
付
け
は　

月　

日�
〜　

日

１０

２７

２９

�
午
後
１
時
〜
４
時
、　

日
午
前　

３１

１０

時
〜
午
後
１
時
。
発
表
は　

日
午
後

３１

２
時
）、再
生
家
具
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
販

売
（
午
後
２
時
）、小
物
家
具
即
売

（
午
前　

時　

分
・
午
後
２
時　

１０

３０

３０

分
）、粗
大
ご
み
破
砕
実
演
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
燃
料
電
池
車
の
展
示
、

地
元
農
産
物
の
販
売
な
ど　

※
家
具

な
ど
の
運
搬
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
消
費
生
活
展

内
容
▼
新
米
・
古
米
診
断
コ
ー
ナ
ー

（
お
米
を
少
量
お
持
ち
く
だ
さ
い
）、

消
費
生
活
学
校
に
よ
る
防
犯
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
に
関
す
る
展
示
、

廃
油
石
け
ん
の
配
布
、
エ
プ
ロ
ン
会

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

に
関
す
る
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
▼
清
掃
課
（
清
掃
事
業

所
内
／�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

と
き
▼　

月　

日�
・　

日�
　

と

１０

３０

３１

こ
ろ
▼
北
部
公
民
館　

内
容
▼
書
道
・

華
道
・
絵
画
・
文
芸
・
子
ど
も
会
・

女
性
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
ク
ラ
ブ
・
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
作
品
展
示
（　

日
午
前

３０

９
時
〜　

日
午
後
３
時
）、菊
花
展

３１

（　

日
午
前
９
時
〜　

日
正
午
）、郷

３０

３１

土
物
産
即
売
（　

日
午
後
３
時
）、映

３０

画
会
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ニ
モ
」

（　

日
午
前　

時
・
午
後
１
時
）、

３０

１０

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
（　

日
午
前

３１

９
時
〜
。
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終

了
）、お
茶
会
（　

日
午
前　

時
〜
。

３１

１０

茶
菓
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）、三
日

会
こ
ど
も
工
作
〜
イ
ラ
ス
ト
か
ら
バ

ッ
チ
作
り
〜
（　

日
午
前　

時
〜
午

３１

１０

後
２
時
）　

問
い
合
わ
せ
▼
同
公
民
館
（�
〈　

〉
９８

３
７
５
１
）

　

皆
さ
ん
の
記
録
を
自
動
審
判
測
定

器
で
計
測
し
ま
す
。
施
設
使
用
料
だ

け
で
参
加
で
き
、
完
泳
者
に
は
記
録

証
を
差
し
上
げ
ま
す
。
終
了
後
は
そ

の
ま
ま
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時
〜
３

１１

２０

時
（　

分
前
に
プ
ー
ル
サ
イ
ド
へ
集

１０

合
）　

と
こ
ろ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ル　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）

４０

内
容
▼
距
離　

ｍ
・　

ｍ
・　

ｍ
と

２５

５０

１００
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「
対
象
　
ど
な
た
で
も
」

「
定
員
　
特
に
な
し
」

「
費
用
　
無
料
」
の
場
合
は

　
記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

催
し

講
座

・

映
画
を
み
て
さ
ん
か
く 
楽 がく 
集 
会

し
ゅ
う

「
ら
し
さ
っ
て　

な
に
？
」

『
ス
ポ
セ
ン
記
録
会
』
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
気
分

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

北
小
里
小
校
区
公
民
館

文
化
祭

問い合わせ◆安祥公民館（�〈７７〉５０７０）

　　　安祥文化のさとの催し　　　

安祥文化のさと芸能祭

　安祥公民館で自主グループとして芸能活動をし

ている団体が集い開催します。

（雨天中止）

と　き ▼１０月３１日�午前１０時

　　　　３０分～午後２時３０分

ところ ▼安祥城址公園石舞台

　　　　（市民ギャラリー正面前）　

参加団体 ▼＜和太鼓＞安祥太鼓、安祥太鼓どんば、

　　　　　三州 輪 っ 鼓 　＜日本舞踊＞ 花  扇 会、 桂 
わ こ か せん けい

　　　　　 凰 会　＜フラメンコ＞エルアモール　
おう

　　　　　＜フラダンス＞プアククイ　＜太極

　　　　　拳＞安祥太極拳
１１月１４日�午前９時から前売り開始！

※発売初日は１人５枚まで。

問い合わせ◆市民会館（�〈７５〉１１５１）

松永貴志ジャズトリオライブ
世界が注目する今話題の若き天才ジャズピアニスト
松永貴志の演奏をお楽しみください。

午後６時３０分開演

１２月１５日�

Ｓ席３０００円、Ａ席２０００円、
高校生以下全席１０００円引き
（全席指定）
※未就学児の入場はご遠慮
ください。

� � � � � � � � � �
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ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

講
師
▼
神
谷

 
裕  
子 
氏　

定
員
▼
各
日　

人
（
先
着

ゆ
う 
こ

６０

順
）　

参
加
費
▼　

円
と
１
５
０
０

８００

円
の
２
コ
ー
ス　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）

９２

へ
（
電
話
受
け
付
け
不
可
）

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
ち
な
ん
で
ち
ょ

っ
と
か
わ
い
い
オ
バ
ケ
型
の
か
ぼ
ち

ゃ
の
パ
ン
を
作
り
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
・　

日�
①
午

１０

３０

３１

後
１
時
、
②
午
後
２
時　

分　

と
こ

３０

ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

定
員
▼
各　

人
（
先
着
順
）　

参
加

４８

費
▼　

円
（
入
園
料
別
途
）　

申
し

５００

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
当
日
午
前
９

時
か
ら
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉
９２

７
１
１
２
）
へ
（
電
話
受
け
付
け
不

可
）

　

動
物
型
の
「
あ
ん
パ
ン
」
と
デ
ン

マ
ー
ク
の
パ
ン
「
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
を

作
り
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
・　

日�
・　

１０

１６

１７

２３

日�
・　

日�
①
午
後
１
時
、
②
午

２４

後
２
時　

分　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー

３０

ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

定
員
▼
各　

人
４８

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円
（
入

５００

園
料
別
途
）　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）
へ

９２

（
電
話
受
け
付
け
不
可
）　

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時　

と

１１

２０

１０

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

講
師
▼
石
川 
浩  
恵 
氏　

定
員
▼　

人

ひ
ろ 
え

３２

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
３
０
０
０

円
（
入
園
料
別
途
）　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日�
午
前
９

１０

１６

時
か
ら
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（�
〈　

〉７
１
１
２
）
へ

９２

　

レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
１
台
を
つ

け
ま
す
。
初
心
者
の
人
で
も
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時　

分

１０

２３

３０

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス　

講
師
▼
鶴
田 
郁  
夫 
氏　

定
員
▼

い
く 
お

　

組
（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
０

２００
０
円
（
入
園
料
、
写
真
現
像
代
別

途
）　

対
象
機
材
▼
レ
ン
ズ
付
き
フ

ィ
ル
ム
、
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
一

眼
レ
フ
、
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
持
ち
込
み
可
（
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
プ
リ
ン
ト
指

導
は
し
ま
せ
ん
）　

申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）

９２

へ
（
電
話
受
け
付
け
不
可
）

住宅マスタープラン

　市の住宅政策の基本方針と具体的な施策を総合的に

定める「住宅マスタープラン」を平成１６・１７年度の２

か年で策定するにあたり、広く市民の皆さんの意見、

提案などをお聞きするため、市民懇談会委員を公募し

ます。

　住宅関係の専門知識のない人でも、災害対策、子育

て支援、高齢化対策、住環境整備などの観点から熱意

のある意見をお待ちしています。

　なお、応募用紙など申し込みの詳細は建築課、また

はホームページ（http://www.city.anjo.aichi.jp/

kakuka/kenchiku/masterplan.html）にあります。

●資　　格　市内に１年以上在住、在勤または在学で

　　　　　　満２０歳以上の人

●募集人数　６人以内

●応募方法　１１月１０日�までに、専用の応募用紙に必

　　　　　　要事項を記入のうえ建築課へ（郵送、

　　　　　　ファクス、メールも可）

●選考方法　書類審査及び面接

●面　　接　１１月１７日�午前９時／市役所第７会議室

●任　　期　委嘱日～平成１８年３月　※平成１６年度に

　　　　　　２回程度、平成１７年度に３回程度、平日

　　　　　　の日中に会議を開催します。

基
本
４
泳
法
を
選
択
（
１
人
２
種
目

ま
で
／
メ
ド
レ
ー
不
可
）　

持
ち
物

▼
水
着
・
水
泳
帽
子　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日�
〜　

月

１０

１９

１１

　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
に
同

１３セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉３
５
４
５
）
へ

７５

（
月
曜
日
休
館
。
電
話
予
約
可
）　

※
記
録
会
開
催
中
の
水
深
設
定
は　
１．４

ｍ
で
す
。
ま
た
、
正
午
〜
午
後
３
時

の
間
は
記
録
会
開
催
の
た
め
、
一
部

コ
ー
ス
を
制
限
し
ま
す
。

■
特
別
展
「
お 
伽  
草  
子 
の
世
界
」

と
ぎ 
ぞ
う 
し

　

一
寸
法
師
な
ど
昔
話
の
も
と
と
な

っ
た
お
伽
草
子
の
絵
巻
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。「 
七  
夕  
之  
本  
地 
」
な
ど
の

た
な 
ば
た 
の 
ほ
ん 
じ

美
し
い
絵
巻
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
き
▼　

月　

日�
ま
で
（
毎
週
月

１１

２３

曜
日
、　

月
４
日�
は
休
館
）　

と

１１

こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館　

観
覧
料
▼
一

般　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

４００
■
映
画
会　

文
学
の
名
作
特
集
①

　

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
・
午

１０

２４

１０

後
２
時　

と
こ
ろ
▼
同
館
視
聴
覚
室

出
演
▼
仲
代
達
矢　

波
乃
久
里
子

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�
〈　

〉６
６

７７

５
５
）

　

ハ
ー
ブ
を
使
用
す
る
た
め
、
体
に

も
や
さ
し
く
、
健
康
志
向
で
身
近
な

染
物
教
室
で
す
。

と
き
▼　

月
２
日�
午
後
１
時　

分

１１

３０

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス　

講
師
▼
内
藤 
満  
里  
子 
氏　

定
員

ま 

り 

こ

▼　

人
（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
２

３２
０
０
０
円
（
入
園
料
別
途
）　

持
ち

物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
タ
オ

ル　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　
１０

月　

日�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同

１９
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）

９２

へ
　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
ビ
ン
で
ラ
ッ

ピ
ン
グ
？
ビ
ン
の
中
の
空
間
に
花
を

咲
か
せ
る
不
思
議
で
お
し
ゃ
れ
な
教

室
で
す
。

と
き
▼　

月　

日�
・　

日�
い
ず

１０

３０

３１

れ
も
午
前　

時　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ

１０

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

撮
影
ツ
ア
ー

ハ
ー
ブ
染
物
教
室

寄
せ
植
え
講
座

パ
ン
教
室

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー

教
室

か
ぼ
ち
ゃ
パ
ン
教
室

歴
史
博
物
館
の
催
し

市民懇談会委員を募集します

問い合わせ◆建築課

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
の
た
め
、
多

少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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子
ど
も
芸
術
創
造
講
座
「
キ
ッ
ズ

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
」
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。
小
学
生
の
受
講
者
を
対

象
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
造
形
作

品
な
ど
を
制
作
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
、　

月
５
日�
・

１１

２３

１２

　

日�
午
後
２
時
〜
４
時
（
全
３
回
）

１２と
こ
ろ
▼
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
作
実
習

室　

講
師
▼
小
西 
雅  
也 
氏
（
画
家
・

ま
さ 
や

造
形
作
家
）　

対
象
▼
小
学
生　

定

員
▼　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

２５

抽
せ
ん
）　

参
加
費
▼　

円　

申
し

９００

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
人

数
（
１
枚
で
２
人
ま
で
応
募
で
き
ま

す
）
を
記
入
の
う
え
、　

月　

日�

１０

３０

必
着
で
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
係
（
〒　

‐
０
０
２

４４６

６
安
城
市
安
城
町
城
堀　

／�
〈　

〉

３０

７７

６
８
５
３
）
へ

　

絵
画
技
法
講
座
「
日
本
画
入
門
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
日
本
画

の
材
料
の
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日
、　

月
５
日
・　

１１

２１

１２

１９

日
、
来
年
１
月　

日
・　

日
、
２
月

１６

３０

６
日
・　

日
、
３
月
６
日
・　

日
・

２０

２０

　

日
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
（
３
月　

２６

２６

日
の
み
土
曜
日
）
午
前　

時
〜
正
午

１０

と
こ
ろ
▼
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
作
実
習

室　

講
師
▼
小
川 
嘉  
也 
氏
（
日
本
画

よ
し 
な
り

家
）　

対
象
▼　

歳
以
上
（
中
学
生

１５

を
除
く
）　

定
員
▼　

人
（
応
募
者

２０

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）　

参
加
費

▼
１
万
円
と
材
料
費
１
０
０
０
円
程

度　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、　

月　

日�

１０

３０

必
着
で
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
日
本
画
入

門
講
座
受
講
者
募
集
係
（
〒　

‐
０

４４６

０
２
６
安
城
市
安
城
町
城
堀　

番
３０

地
／�
〈　

〉６
８
５
３
）
へ　

※
応

７７

募
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
と
し
ま

す
。　

　

県
は
、
日
本
型
食
生
活
や
米
飯
学

校
給
食
に
つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学

べ
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前
９
時　

分

１１

２０

３０

〜
午
後
２
時　

と
こ
ろ
▼
豊
田
女
性

セ
ン
タ
ー
（
豊
田
市
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）　

対
象
▼
小
学
４
年
生
以

上
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
各　
３０

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）

申
し
込
み
▼　

月
５
日�
ま
で
に
、

１１

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

年
）・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
県
農
林
水
産
部
園
芸
農
産
課
市

場
・
米
穀
流
通
グ
ル
ー
プ
「
親
子　
de

ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
」
係
（
〒　

‐
４６０

８
５
０
１
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３

丁
目
１
番
２
号
）
へ　

問
い
合
わ
せ
▼
同
課
（�
　
〈　

〉６

０５２
９５４

４
２
１
／�
　
〈　

〉６
９
３
２
）・
市

０５２
９５４

農
務
課　

　
　

月
６
日�
・
７
日�
に
開
催
さ

１１
れ
る
安
城
の
Ｊ
Ａ
祭
り
で
チ
ン
ゲ
ン

菜
を
使
っ
た
料
理
と
ジ
ュ
ー
ス
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月
６
日�
午
前　

時
・
午

１１

１１

後
２
時　

と
こ
ろ
▼
あ
い
ち
中
央
農

協
総
合
セ
ン
タ
ー
（
赤
松
町
）　

申

し
込
み
▼　

月　

日�
ま
で
に
あ
い

１０

２５

ち
中
央
農
協
営
農
部
園
芸
へ　

※
事

前
審
査
の
う
え
、
当
日
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
各
部
門　

組
１０

を
決
定
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
▼
あ
い
ち
中
央
農
協
営

農
部
園
芸
（�
〈　

〉４
４
４
７
）・
市

７３

農
務
課

　

県
は
、
特
許
な
ど
を
活
用
し
て
産

業
の
活
性
化
を
目
指
す
知
的
財
産
立

県
の
一
環
と
し
て
、
日
本
弁
理
士
会

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

子
ど
も
芸
術
創
造
講
座

チ
ン
ゲ
ン
菜

料
理
コ
ン
テ
ス
ト

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

美
術
講
座

親
子　

ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ

de

問い合わせ�市福祉事業団総務課
（総合福祉センター内／�〈７７〉７８８８）
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●採用予定人員　事務員・介護員各２人程度
●受験資格　事務員�昭和５４年４月２日以降に生まれた
人で、４年生大学、短期大学、専修学校（専門学校に限
る）を卒業または来年３月３１日までに卒業見込みの人　
介護員�昭和３５年４月２日以降に生まれた人で、介護福
祉士かホームヘルパー１級の資格を有する人、または来
年３月３１日までに介護福祉士養成施設卒業見込みの人
※いずれも普通自動車運転免許を有する人。
●勤務時間　原則として火～土曜日午前８時３０分～午後
５時１５分　※祝日勤務あり。また、配属先によっては月
曜日に出勤し、土曜日が休日になります。
●給与など　給料（調整手当を含む）�事務員＝４年生
大学卒１８万４３５６円、短期大学卒１６万０３８０円　介護員＝１５

万１９５６円～　手当�期末勤勉手当、扶養手当、通勤手当、
住居手当など
●１次試験　１１月１７日�午前９時３０分／総合福祉センタ
ー／筆記試験（教養・適性）と作文／１１月下旬に本人あ
てに結果通知
●２次試験　１２月２日�午前９時３０分／総合福祉センタ
ー／面接／１２月中旬に本人あてに結果通知
●提出書類　１次試験申し込み時�受験申込書　２次試
験受験時�健康診断書（所定の用紙）、資格を証する書類
の写し　
●その他　①身体障害者については、自力で通勤でき、
かつ介護者なしで職務のできる人とします　②給料・調
整手当などは、社会情勢の変化により改正する場合があ
ります　③提出書類は返却しません
●申し込み　１０月２９日�必着で同事業団（〒４４６�００４６安
城市赤松町大北７８番地１）へ郵送　※持参の場合は、日・
月曜日を除く午前９時～午後５時に同事業団へ。

市福祉事業団職員を募集します

休
日
パ
テ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
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広報あんじょう　2004.10.15�

�スポーツ（�総 ＝総合運動公園）

�安城市民体育大会＝７日�午前９時（�総 ほか）
�バスケットボール日本リーグ戦＝１４日�午前９時（市体
　育館）
�秋季クラス別テニス大会＝２０日�午前８時３０分（�総 テニ
　スコート）
�ソフトテニス秋季ＡＢシニア大会＝２１日�午前８時（テ
　ニスコート）
�安城青年バレーボール大会＝２１日�午前９時（市体育館）
�バドミントン新人戦大会＝２１日�午前９時（スポーツセ
　ンター）
�安城市小学生ソフトボール大会＝２３日�午前９時（�総 ソ
　フトボール場ほか）
�会長杯バレーボール大会＝２７日�午前９時（スポーツセ
　ンター）
�軟式野球大会＝２８日�午前９時（�総 野球場）

�市民会館（ホール＝サルビアホール）

�第１３回安城市吹奏楽フェスティバル＝３日�午後２時
　（ホール）
�第４回安城市民音楽祭＝７日�午後３時（ホール）
�碧海～風の会　秋の展示会＝１３日�～１４日�午前９時～
　午後５時（展示室）　※１４日は午後４時まで。
�安城市民吹奏楽団第３２回定期演奏会＝２１日�午後１時３０
　分（ホール）

�文化センター（ホール＝マツバホール）

�いけばな 華  風 流＝６日�・７日�午前１０時～午後５時
か ふう

　（展示室）
�第１６回市民文芸まつり発表大会＝６日�午後１時３０分～
　３時（大会議室）
�ＪＡ愛知役職員・ＯＢ文化作品展＝１９日�～２１日�午前
　１０時～午後４時（大会議室）　※２１日は午後３時まで。
�第１７回祥霞会書展＝１９日�～２１日�午前９時～午後５時
　（展示室ほか）　※２１日は午後４時まで。
�安城ふれあいスピーチ広場＝２０日�午後１時２０分（ホー
　ル）
�町内公民館芸能活動発表会＝２１日�午前９時３０分（ホー
　ル）
�碧海・西尾幡豆映像祭＝２８日�午後１時（ホール）

�市民ギャラリー（開館：午前９時～午後５時）

�雅友会「友展」＝３０日�～１２月５日�（展示室ＤＥ）　
　※３０日は午後１時から。１２月５日は午後４時まで。

月 の イ べ ン ト１１
東
海
支
部
と
共
同
で
「
特
許
権
の
活

用
」
を
重
点
に
、
知
的
財
産
の
専
門

家
で
あ
る
弁
理
士
が
、
中
小
企
業
や

一
般
の
人
々
に
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
３
回
シ
リ
ー
ズ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

刈
谷
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
①　

月
６
日
、
②　

月　

日
、

１１

１１

２０

③　

月
４
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

１２
後
１
時　

分
〜
４
時　

と
こ
ろ
▼
刈

３０

谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

６０３

（
刈
谷
市
相
生
町
１
丁
目
１
番
地
６
）

内
容
▼
①
脚
光
を
浴
び
る
知
的
財
産

権　

②
攻
め
る
、
守
る
！
特
許
権
利

の
解
釈　

③
わ
か
る
！
特
許
出
願
戦

略
〜
発
明
発
掘
か
ら
特
許
取
得
ま
で

〜　

定
員
▼　

人　

申
し
込
み
▼
フ

６０

ァ
ク
ス
で
氏
名
、
会
社
名
、
住
所
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
入
の
う
え
、
県
産
業
技

術
課
（�
　
〈　

〉２
８
３
３
）
へ
、

０５２
９６１

ま
た
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt

p
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/s
a
n
g

yo
/c
h
ite
ki

）
か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
▼
県
産
業
技
術
課
（�

　
〈　

〉６
３
５
０
）・
市
商
工
課

０５２
９５４

　

新
成
人
を
対
象
に
「
は
た
ち
の
願

い
」
の
作
文
・
詩
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
成
人
に
な
る

に
あ
た
っ
て
の
夢
、
希
望
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
入
賞
者　

人
に
賞

１０

状
と
記
念
品
、
応
募
者
全
員
に
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
平
成　

年
成
人

１７

式
該
当
者
（
昭
和　

年
４
月
２
日
〜

５９

昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　

作

６０

品
▼
作
文
は
１
２
０
０
字
程
度
、
詩

は
自
由
／
自
作
未
発
表
で
原
稿
の
先

頭
に
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
・
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
を
記
入　

応
募
・
問
い
合

わ
せ
▼　

月　

日�
ま
で
に
持
参
、

１１

１４

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
Ｍ
Ｓ
ワ
ー

ド
）
で
青
少
年
の
家
（
〒　
�
０
０

４４６

６
１
安
城
市
新
田
町
池
田
上
１
／

s
e
is
h
o
u
n
e
n
@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
  
  
  
 
 

.jp    

／�
〈　

〉３
４
３
２
）
へ

７６

い
こ
と　

④
火
葬
さ
れ
た
遺
骨
以
外

埋
蔵
し
な
い
こ
と　

申
し
込
み
に
必

要
な
も
の
▼
認
め
印
、
住
民
票
、
火

葬
許
可
証
、
改
葬
許
可
証
な
ど　

墓

所
区
画
抽
せ
ん
会
▼　

月　

日�
午

１１

２５

前
９
時　

分
／
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

３０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月
８

１１

日�
〜　

日�
に
健
康
課
（
同
セ
ン

１２

タ
ー
内
／�
〈　

〉１
１
３
３
）
へ

７６

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
写
真
を

つ
け
た
履
歴
書
と
資
格
証
明
書
、
ま

た
は
保
育
士
証
を
持
っ
て
児
童
課
へ

　

市
営
橋
目
霊
園
（
橋
目
町
宮
東
）

の
墓
所
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。　

面
積
／
永
代
使
用
料
▼
１
区
画
２
・

　

㎡
（　

ｍ
×　

ｍ
）
／　

万
７
５

２５

１．５

１．５

４２

０
０
円　

対
象
▼
現
在
市
内
に
居
住

し
、
１
年
以
上
住
民
登
録
が
あ
り
、

引
き
続
き
永
住
す
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人　

①
死
亡

者
の
遺
骨
が
あ
り
、
墓
地
の
な
い
人

②
県
外
に
墓
地
が
あ
り
、
墓
地
の
移

転
を
必
要
と
す
る
人
（
改
葬
許
可
証

が
必
要
で
す
）　

使
用
条
件
▼
①
１

年
以
内
に
墓
を
建
て
る
こ
と　

②
霊

園
管
理
組
合
に
加
入
す
る
こ
と　

③

墓
地
本
来
の
目
的
以
外
に
使
用
し
な

市
営
橋
目
霊
園
の

墓
所
使
用
者

「
は
た
ち
の
願
い
」

作
文
・
詩

募

集

臨
時
・
パ
ー
ト
の

保
育
園
職
員
を
急
募

賃金勤務時間勤務場所職種
日給７，７６０円～
通勤割増１日
２００円

午前８時３０分～午後５時１５
分　※園により異なります。

市立保育園
（未定。通勤可能
な範囲で相談）

臨時
保育士

日給８，７２０円～
通勤割増１日
２００円

午前８時３０分～午後５時１５
分

市立保育園
（二本木、小川）

臨時
看護師

時給１，０５０円
通勤割増１日
２００円

平日�午前７時３０分～８時
３０分・午後４時～６時または
７時　土曜日�正午～午後
６時または７時　
※園により異なります。

市立保育園
（未定。通勤可能
な範囲で相談）

延長
パート
保育士
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子
育
て
を
し
て
い
て
、
子
ど
も
と

の
か
か
わ
り
方
や
子
育
て
の
方
法
な

ど
で
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
や
子
育
て

全
般
に
つ
い
て
専
門
家
が
一
緒
に
な

っ
て
考
え
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜　

１１

１５

１０

１１

時　

分　

と
こ
ろ
▼
安
城
市
子
育
て

３０
支
援
セ
ン
タ
ー
（
錦
保
育
園
内
）　

講
師
▼
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
、

療
育
係
長
、
保
育
園
長　

対
象
▼
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

定
員
▼　
１５

組
（
先
着
順
）　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼　

月　

日�
午
前
９
時
か

１０

２２

ら
電
話
で
安
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（�
〈　

〉６
３
３
６
）
へ

７３

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
第
７
回

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時　

分

１０

２１

３０

〜
２
時　

分
（
受
け
付
け
は
午
後
１

３０

時
〜
）　

講
師
／
演
題
▼
榊
原 
龍 

り
ゅ
う 

司 じ

氏
（
歯
科
医
師
）
／
歯
周
病
、
あ
な

た
は
大
丈
夫
？

■
第
８
回

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時　

分

１０

２８

３０

〜
２
時　

分
（
受
け
付
け
は
午
後
１

３０

時
〜
）　

講
師
／
演
題
▼
青
木 
孝  
夫 

た
か 
お

氏
（
医
師
）
／
小
児
の
気
管
支 
喘
息 

ぜ
ん
そ
く

に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課
（
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

　

安
城
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善

協
議
会
が
行
う
講
習
会
で
、
帆
立
貝

の
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
焼
き
、
ひ
じ
き

と
野
菜
の
か
ら
し
酢
あ
え
、
野
菜
け

ん
ち
ん
汁
な
ど
、
う
す
味
だ
け
ど
お

い
し
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

調
理
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜
午

１１

１９

１０

後
１
時
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時　
３０

分
〜
）　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）　

持
ち
物

２０

▼
ご
自
宅
で
飲
ん
で
い
る
み
そ
汁　
１００

�
（
希
望
者
の
み
塩
分
濃
度
を
測
定

し
ま
す
）　

参
加
費
▼　

円　

申
し

４００

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日�

１１

１２

ま
で
に
電
話
で
健
康
課
（
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
１
３
３
）
へ

７６

■　

月
の
献
血
日
程

１１
安
城
市
役
所
▼　

月　

日�
午
前　

１１

２８

１０

時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時
〜
３
時

１１

４５

　

分
３０問

い
合
わ
せ
▼
健
康
課
（
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

　

自
宅
に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
学
校

や
職
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
社

会
と
の
か
か
わ
り
を
持
て
な
く
な
る

「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜
正

１０

２５

１０

午　

と
こ
ろ
▼
衣
浦
東
部
保
健
所
大

会
議
室
（
刈
谷
市
大
手
町
１
‐　

）
１２

講
師
／
演
題
▼ 
諏  
訪  
真  
美 
氏
（
愛
知

す 

わ 

ま 

み

淑
徳
大
学
助
教
授
）／「
ひ
き
こ
も
り

と
は
・・・・・・
」
〜
ひ
き
こ
も
り
の
我

が
子
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
〜　

対
象

▼
ひ
き
こ
も
り
の
人
を
か
か
え
る
家

族
ら　

人
程
度　

申
し
込
み
・
問
い

２０

合
わ
せ
▼　

月　

日�
ま
で
に
同
保

１０

２０

健
所
地
域
保
険
課
（�
〈　

〉４
７
７

２１

８
）
へ

　

青
少
年
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
、
社
会
奉
仕
に
か
か
わ

る
も
の
や
、
自
然
、
生
産
、
文
化
や

芸
術
、
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
に
つ
い
て
、
講
師
の
紹
介
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

献
血
に
ご
協
力
を

第　

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

１６
俳
句
・
短
歌
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

　

両
部
門
合
わ
せ
て
２
４
３
４
人
か
ら
４
０
４
３
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
賞
ほ
か
上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
　
�
敬
称
略�

●
俳
句�
一
般
の
部�

市
長
賞
＝
岩
月
律
子
（
村
高
町
）

「
手
話
の
手
の
指
輪
き
ら
り
と
秋
日
和
」

市
議
会
議
長
賞
＝
森
藤
幸
子
（
弁
天
町
）、市
教
育
委
員
会
賞
＝
大
見
シ
ノ
ブ

（
新
明
町
）・
太
田
カ
ナ
エ
（
赤
松
町
）、文
化
協
会
賞
＝
平
松
ふ
さ
子
（
緑

町
）・
松
葉
喜
代
子
（
日
の
出
町
）、観
光
協
会
賞
＝
齊
藤
清
子
（
榎
前
町
）・
岩

瀬
吉
子
（
古
井
町
）

●
俳
句�
小
中
生
徒
の
部�

市
長
賞
＝
原
田
華
奈
（
東
端
町
）　

「
セ
ミ
の
声
背
に
し
て
僕
は
僕
を
追
う
」      　
 　

市
議
会
議
長
賞
＝
江
川
喜
子
（
高
棚
町
）、市
教
育
委
員
会
賞
＝
清
水
孝
敏

（
福
釜
町
）・
嶋
田
千
夏
（
高
浜
市
）、文
化
協
会
賞
＝
神
谷
奈
月
（
尾
崎
町
）・

新
野
拓
也
（
二
本
木
町
）、観
光
協
会
賞
＝
国
井
俊
志
（
箕
輪
町
）・
伊
藤
真
理

子
（
高
棚
町
）

●
短
歌�
一
般
の
部�

市
長
賞
＝
鞍
貫
麻
祐
子
（
緑
町
）

「
肩
甲
骨
な
ぞ
れ
ば
肉
桂
の
か
お
り
た
つ
ひ
と
を
抱
い
て
冬
迎
え
た
し
」    

市
議
会
議
長
賞
＝
井
上
和
子
（
里
町
）、市
教
育
委
員
会
賞
＝
杉
山
真
知
子

（
里
町
）、文
化
協
会
賞
＝
草
苅
玲
子
（
東
明
町
）、観
光
協
会
賞
＝
早
川
芳
郎

（
和
泉
町
）

●
短
歌�
小
中
生
徒
の
部�

市
長
賞
＝
小
田
切
悠
佳
（
里
町
）

「
せ
み
の
声
と
ぎ
れ
た
頃
の
別
れ
の
日
僕
は
今
で
も
こ
の
場
所
に
い
る
」    

市
議
会
議
長
賞
＝
成
瀬
友
子
（
橋
目
町
）、市
教
育
委
員
会
賞
＝
石
原
一
将

（
城
ヶ
入
町
）、文
化
協
会
賞
＝
松
村
麗
（
緑
町
）、観
光
協
会
賞
＝
稲
垣
佑
花

（
古
井
町
）

発
表
大
会
を　

月
６
日�
に
行
い
ま
す

１１

　

入
賞
者
の
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
来
場
者
に
は
入
選
作
品
集
を

差
し
上
げ
ま
す
。

と
き
▼　

月
６
日�
午
後
１
時　

分　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

１１

３０

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課
（
同
セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

そ

の

他

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康

福
祉

・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
な
ん
で
も
相
談
広
場

食
生
活
改
善
講
習
会

市
民
健
康
講
座
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体
験
し
て
み
た
い
こ
と
が
決
ま
っ

た
ら
、
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
２

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

受
け
付
け
▼
毎
週
木
・
金
・
土
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

１０

３
時　

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
（
青
少
年
の
家

内
／�
〈　

〉５
５
３
５
）
へ

７７

　

最
近
、
市
内
各
地
で
、
各
家
庭
へ

の
訪
問
や
電
話
で
、
下
水
道
へ
流
す

排
水
の
水
質
検
査
や
排
水
管
の
保
守

点
検
、
ま
た
は
清
掃
を
勧
め
る
業
者

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　

完
了
検
査
後
に
各
家
庭
の
下
水
道

に
接
続
さ
れ
て
い
る
排
水
の
水
質
検

査
や
排
水
管
の
清
掃
な
ど
を
、
市
か

ら
の
依
頼
で
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
の
不
具
合
な
ど
（
故
障
・

排
水
管
の
つ
ま
り
な
ど
）
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
安
城
市
排
水
設
備
工
事
指

定
工
事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
者

や
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
場
で
約
束
せ
ず
、
会
社
名
、
氏
名

及
び
連
絡
先
を
確
認
し
、
市
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
下
水
道
管
理
課

　

最
近
、
各
地
で
不
適
切
な
消
火
器

の
点
検
や
販
売
な
ど
、
高
額
請
求
の

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
一
般
家

庭
に
お
い
て
は
、
消
火
器
を
設
置
す

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
点
検

業
者
は
、
特
に
消
火
器
を
た
く
さ
ん

設
置
し
て
い
る
会
社
や
寮
な
ど
を
狙

っ
て
い
ま
す
。
言
葉
巧
み
に
近
づ
き
、

内
容
を
説
明
せ
ず
、
契
約
書
に
署
名

や
押
印
を
求
め
て
き
ま
す
。

■
悪
質
訪
問
点
検
・
販
売
の
手
口

は
？

�
消
防
職
員
を
装
い
、「
消
防
署
の
方

か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
言
動
で
、
設
置
義
務
の
な
い
一

般
家
庭
に
消
火
器
の
購
入
を
強
制
し

ま
す
。
消
防
署
で
は
、
消
火
器
を
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
訪
問
前
に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ

せ
て
か
ら
、
出
入
り
の
点
検
業
者
を

装
い
一
見
合
法
的
な
契
約
書
を
提
示

し
、
後
か
ら
不
適
当
な
金
額
を
要
求

し
ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

�
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求
め
、

正
常
な
契
約
業
者
か
否
か
を
確
認
す

る
。　

�
契
約
書
な
ど
に
は
絶
対
に
サ
イ
ン

し
な
い
。　

�
勝
手
に
点
検
、
薬
剤
の
詰
め
替
え

を
さ
せ
な
い
。　

�
契
約
業
者
を
か
た
っ
て
不
法
侵
入

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

問
い
合
わ
せ
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
予
防
課
（�
〈　

〉０
１
３
６
）

６３

　
　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

８
月
受
け
付
け
分
／
敬
称
略

■
善
意
銀
行

◆
金
品
預
託
▽
鈴
木
仏
壇
店
▽
中
部

ふ
れ
あ
い
社
交
ダ
ン
ス
▽
東
端
の
老

人
▽
大
垣
共
立
銀
行
安
城
支
店
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
▽
中
部
ビ
ニ
ー

ル
工
業
㈱
従
業
員
▽
ボ
ー
ル
・
セ
ン

タ
ー
安
城
店
▽
神
谷
か
つ
枝
▽
村
松

た
か
子
▽
匿
名
（
２
人
）

◆
収
集
物
預
託
（
サ
ル
ビ
ア
ス
タ
ン

プ
・
使
用
済
み
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク

ほ
か
）
▽
犬
飼 
正  
三 
▽
北
部
福
祉
セ

ま
さ 
み

ン
タ
ー
利
用
者
▽
西
部
公
民
館
利
用

者
▽
大
参
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

▽
安
城
市
民
会
館
▽
今
村
郵
便
局
▽

鈴
木
菊
夫
▽
中
部
ビ
ニ
ー
ル
工
業
㈱

▽
市
役
所
職
員
▽
匿
名
（
１
人
）

■
福
祉
基
金
▽
西
三
河
ヤ
ク
ル
ト
販

売
㈱

■
社
協
物
品
寄
付
▽
安
城
美
園
郵
便

局
　
　
　

市
役
所
関
係

　
　
　

８
月
受
け
付
け
分
／
敬
称
略

▽�
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
安
城
事
務

所
▽
青
山
武
雄
▽�
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
安
城
店
労
働
組
合

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
へ
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
点
検
商
法
」

消
火
器
の
悪
質
訪
問
点
検
・

販
売
に
ご
注
意
を
！
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■お母さんのための絵本講座（後期）
　乳幼児をお持ちの保護者を対象に、「子育
てに絵本を」というテーマで講座を開催し
ます。
とき�１１月１９日�、１２月３日�・１７日�
（全３回）午前１０時３０分～正午　ところ�
中央図書館視聴覚室　申し込み�１１月５日
�午前９時から同館へ（電話可）　 ※託児
あり（１人１回３００円）
■読み聞かせボランティアのための絵本講座
　学校などで読み聞かせボランティアをし
ている人を対象に、図書館司書が絵本の紹
介や読み聞かせの方法などをお教えします。
とき�１１月３０日�午前１０時～１１時３０分　と
ころ�中央図書館視聴覚室　定員�３０人
（先着順）　 申し込み�１１月９日�午前９
時から同館へ（電話可）

お 知 ら せ

１０月１７日�
午後２時

かみしばいの会
（幼児～小学校低学年）

１０月１９日�
午前１０時３０分

えほんとわらべうたの会
（乳幼児）

１０月２１日�
午前１０時３０分

いないいないばあよみきかせ
（乳幼児）

１０月２７日�
午前１０時３０分

おはなしまあだ
（幼児）

１１月６日�
午後３時

おはなしレストラン
（小学生以上）

１１月１０日�
午前１０時３０分

おはなしたまてばこ
（幼児）

お は な し 会

お す す め の 一 冊

メアリー・スミス
（アンドレア・ユーレン作）

夜明けを待たずに家を出る
のは、メアリー・スミス。
ねしずまった家いえの窓め
がけ、かたい豆をコツン！
その昔、実際にあった仕事
「めざまし屋」を題材にし
た絵本。

１日�・４日�・８日�・１５日�・２２日�・
２４日�・２６日�・２９日�

１１ 月 の 休 館 日

�������
��������������������


